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市
は
、「
関
東
・
東
北
豪
雨
」
の

水
害
を
受
け
、
10
月
28
日
、
下
館
河

川
事
務
所
か
ら
、
出
水
時
に
河

川
管
理
者
か

ら
提
供
さ
れ

る
情
報
と
そ

の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　
■
小
学
生
低
学
年
の
部

【
最
優
秀
賞
】

「
ひ
は
け
し
た
？
」　
ま
ま
に
き
く
の

も
　
お
て
つ
だ
い

櫻
井
悠
喜
哉
さ
ん
（
川
島
小
１
年
）

■
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

住
警
器
　
火
の
元
見
つ
け
る
　
第
二

の
目

宮
川
由
子
さ
ん
（
下
館
中
２
年
）

　

地
域
安
全
茨
城
県
民
大
会
に
お
い

て
受
賞
さ
れ
た
み
な
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

「
避
難
を
促
す
緊
急
行
動
」
の
説

明
の
た
め
河
川
事
務
所
が
来
庁

市
長
通
信 

10

新
中
核
病
院
建
設
に
向
け
て

　

去
る
10
月
19
日
に
、
第
１
回

「
筑
西
・
桜
川
地
域
公
立
病
院

等
再
編
整
備
建
設
委
員
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
の
で
、
報
告
し

ま
す
。

　

建
設
委
員
会
で
は
、
筑
西
市

が
整
備
す
る
新
中
核
病
院
及
び

診
療
所
化
す
る
筑
西
市
民
病
院

と
、
桜
川
市
が
整
備
す
る
桜
川

市
立
病
院
の
医
療
機
能
、
診
療

科
目
な
ど
の
相
互
調
整
並
び
に

基
本
計
画
素
案
な
ど
の
策
定
審

議
を
行
い
、
12
月
下
旬
開
催
予

定
の
推
進
協
議
会
に
図
り
基
本

計
画
の
策
定
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
委
員
会
の
下
部

組
織
と
し
て
、
医
療
現
場
の
方

を
中
心
に
作
業
部
会
を
設
置

し
、
専
門
的
課
題
の
調
整
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
建
設
委
員
会
の
委
員
は
、
次

の
10
人
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

◉
学
識
者

・
茨
城
県
地
域
医
療
担
当
顧
問

・
真
壁
医
師
会
長

・
筑
波
大
学
附
属
病
院
副
病
院
長

　
（
筑
西
市
医
療
監
）

・
自
治
医
科
大
学
医
学
部
教
授

　
（
筑
西
市
医
療
監
）

◉
再
編
統
合
病
院

・
筑
西
市
民
病
院
病
院
長

・
県
西
総
合
病
院
病
院
長

・
山
王
病
院
理
事
長
兼
病
院
長

◉
行
政

・
茨
城
県
医
療
対
策
課
長

・
筑
西
市
長

・
桜
川
市
長

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
建
設
委
員
会
を
設
置

問
中
核
病
院
建
設
推
進
課　

☎
21
ー
８
７
２
０

■
関
東
防
犯
協
会
表
彰

【
防
犯
功
労
者
】

日
向
野
健
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
副
会
長
）

■
茨
城
県
防
犯
協
会
表
彰

【
地
域
安
全
功
労
者
】

堀
江
寿
明
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
明
野
支
部
長
）

【
優
良
防
犯
連
絡
員
】

皆
川
弘
衛
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
大
村
分
会
長
）

塚
田
栄
一
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
長
讃
分
会
長
）

直
井
政
敏
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
大
田
分
会
長
）

小
島
英
雄
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
古
里
分
会
長
）

日
向
野
榮
さ
ん
（
筑
西
地
区
防
犯
連

絡
協
議
会
関
本
分
会
長
）　

■
防
犯
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

鍵
か
け
に
よ
る
空
き
巣
や
乗
り
物
盗

防
止
の
部
【
優
良
】

大
類
若
菜
さ
ん
（
大
田
小
５
年
）

平
成
27
年
度

筑
西
広
域
小
中
学
生
防
火
標
語

第
37
回
地
域
安
全
茨
城
県
民
大

会
に
お
け
る
受
賞

▲関東防犯協会表彰と茨城県防犯協会
表彰で受賞されたみなさん

行 政 ニ ュ ー ス
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第 17回筑西広域イベント

やっぺえ が開催されましたお米の祭りだよ！ が開催されました

　10 月 31 日と 11 月１日、
県西総合公園で筑西広域イベ
ント「やっぺえ」（糸

いとかわ
川秀

ひで き
樹実

行委員長）が開催されました。
　俵投げや米つまみ競争など
のお米をテーマにした種目の
ほかに、熱気球体験や重機体

▲会場はたくさんのお客さ
んでにぎわいました

験など様々なコーナーが設置
されました。さらに、Ｂ－８
グルメうっ米

まい
フェスティバル

では、地元産の野菜や米を使
用したオリジナルメニューの
販売を行い、大にぎわいの２
日間となりました。

▲遊びに来てくれたちっくん、
まかぴょん、まゆげった

　

今
年
で
10
回
目
と
な
る
「
筑
西
市

教
育
の
集
い
」
が
、
11
月
15
日
、
明

野
公
民
館
大
ホ
ー
ル
（
イ
ル
・
ブ
リ

ラ
ン
テ
）
で
開
催
さ
れ
、
市
内
の

小
中
学
生
、

教
育
関
係

者
、
学
校

を
支
え
て

く
だ
さ
る

人
た
ち
が

一
堂
に
会

し
ま
し
た
。

第
10
回「
筑
西
市
教
育
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
し
た

　

小
中
学
生
に
よ
る
活
動
・
学
校
紹

介
で
は
、
各
学
校
の
工
夫
を
凝
ら
し

た
発
表
が
行
わ
れ
、
講
演
会
で
は
、

講
師
の
川
口
ヒ
ロ
ミ
さ
ん
が
「
笑
顔

の
大
切
さ
、
笑
顔
で
い
る
た
め
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
」
と
題
し
、
笑
顔
の
種

の
探
し
方
な

ど
を
お
話
し

さ
れ
、
講
演

後
は
川
口
さ

ん
と
生
徒
た

ち
に
よ
る
ダ

ン
ス
発
表
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

▲「理科読」「算数・数学読」感
想文コンクール表彰の様子

▲川口さんとダンスを発表してくれた
生徒たち

11
月
14
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
で
、
男
女
共

同
参
画
推
進
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

宣
言
文
朗
読
に
続
き
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
部
で
そ
れ
ぞ
れ
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
髙た

か
は
し
い
ず
ほ

橋
出
帆
さ
ん

（
川
島
小
５
年
）
と
石い

し
か
わ
だ
い
す
け

川
大
輔
さ
ん

（
下
館
南
中
３
年
）
が
、
受
賞
作
品

を
朗
読
し
ま
し
た
。

市では、「男女共同参画都市宣言」をし、男女一人ひとりが互いの人権を尊重し、互い
の個性や能力を認め、共に助け合い、共に輝く社会の実現に向け取り組んでいます。男女共同参画推進講演会

男
女
共
同
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

木
久
蔵
流
、

が
ん
ば
ら
な
い
子
育
て

　

落
語
の
師
匠
で
も
あ
る
父
・
林は

や
し
や
き
く
お
う

家
木
久
扇
さ
ん
に
よ
る
「
子

ど
も
の
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
を
無
く
す
方
法
」
な
ど
の
子
育
て

術
を
は
じ
め
、

「
が
ん
ば
ら
な

い
子
育
て
」
に

つ
い
て
、
落
語

家
な
ら
で
は
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な

口
調
で
語
り
ま

し
た
。

講
演
「
木
久
蔵
流
、
が
ん
ば
ら
な
い
子
育
て
」

　

講
演
に
先
立
つ
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
、
ア
マ

チ
ュ
ア
・
ゴ
ス
ペ
ル
グ
ル
ー
プ
の
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
と
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
文

の
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講師：林
はやしや
家木

き
久
く
蔵
ぞう
さん

行 政 ニ ュ ー ス



第
２
次
行
政
改
革
の
効
果
が
、
５
年
間
で
18
億
円
に

５
年
に
わ
た
り
取
り
組
ん
で
き
た
、
第
２
次
行
政
改
革
の
主
な
内
容
と
削
減
効
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

■ ５年間で職員数94人削減
■ 民間公募の指定管理者制度の導入
  ・あけの元気館、図書館
■ 公共施設適正配置の検討
  ・公共施設白書の策定
  ・公共施設適正配置指針の策定

第２次行政改革の主な取り組み

■ 収納事務・支払事務の効率化
  ・口座振替申込書の様式統一
  ・コンビニ収納の導入
  ・納税コールセンターの設置
■ 行政評価システムの導入
■ 入札制度の見直し
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21年度 26年度25年度24年度23年度22年度

効　果　額 2.6 億円 ５億円 5.9 億円 10.6 億円
25年度24年度23年度22年度 5年間の合計

36.2 億円
26年度
12.1 億円

第２次行政改革

　

筑
西
市
の
行
政
改
革
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
１
次
行
政
改
革
（
平
成
18
年
度

〜
21
年
度
）
で
は
、
財
政
構
造
の
健

全
化
に
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
が
、
一
方
で
、
歳
出
削
減
に

よ
る
総
体
的
な
事
業
規
模
の
縮
小
を

招
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
２
次
行

政
改
革
（
平
成
22
年
度
〜
26
年
度
）

で
は
、「
量
か
ら
質
の
行
革
へ
の
転

換
」
に
よ
る
「
持
続
可
能
な
筑
西
市

の
創
造
」
を
目
標
に
掲
げ
、
事
務
事

業
の
簡
素
合
理
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
約

36
億
円
の
人
件
費
の
削
減
効
果
を
生

み
ま
し
た
が
、
委
託
料
な
ど
の
物
件

費
や
企
業
会
計
・
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
な
ど
の
歳
出
が
増
加
し
、
５
年

間
の
累
計
で
は
約
18
億
円
の
効
果
と

な
り
ま
し
た
。

54.0
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（億円）

21年度 26年度25年度24年度23年度22年度

74.272.9
78.8

73.5
70.1

30.9

70.571.7
68.8

47.3
42.2

投資的経費
扶助費

　　

筑
西
市
で
は
、
今
後
も
人
口
減

少
・
少
子
高
齢
化
に
よ
る
介
護
・
医

療
な
ど
の
社
会
保
障
費
（
扶
助
費
）

や
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
維

持
補
修
費
（
投
資
的
経
費
）
な
ど
の

増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
行
政
需
要
に
対
応
す
る
た
め
に

も
、
引
き
続
き
、
徹
底
し
た
行
政
改

革
に
取
り
組
ん
で
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

第
３
次
行
政
改
革
（
平
成
27
年
度

〜
31
年
度
）
で
は
、「
行
政
を
経
営

す
る
」
と
い
う
概
念
を
強
く
意
識
し

な
が
ら
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
市

民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
最
適
配
分
す

る
と
と
も
に
、
価
値
あ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
仕
組
み
を

構
築
し
、
将
来
を
見
据
え
た
行
政
経

営
を
戦
略
的
に
展
開
し
ま
す
。

問
行
政
改
革
推
進
課 

内
線
３
１
７

職員数・人件費の推移

扶助費・投資的経費の推移

量
か
ら
質
の
行
革
へ

将
来
を
見
据
え
た
行
政
経
営
を
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健康 

いきいき
健康健康

　「
冬
の
感
染
症
」
と
聞
い
た
ら
、

あ
な
た
は
ど
ん
な
病
気
、
症
状
を
思

い
浮
か
べ
ま
す
か
？

　

今
回
は
、
特
に
気
を
つ
け
た
い
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。

　

感
染
力
が
格
段
に
強
く
、
症
状
も

冬
の
感
染
症
に

　
　
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

問
保
健
予
防
課 

☎
22-

０
５
３
５

重
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
ふ
つ

う
の
風
邪
」
と
は
区
別
さ
れ
て
い
ま

す
。
流
行
性
が
あ
り
、
い
っ
た
ん
流

行
が
始
ま
る
と
短
期
間
に
多
く
の
人

へ
感
染
が
ひ
ろ
が
り
ま
す
。
例
年
12

月
か
ら
３
月
頃
に
流
行
し
ま
す
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
力
の
弱
っ

て
い
る
人
な
ど
は
症
状
が
重
く
な
り

や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　　　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

の
で
、
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

①
38
度
か
ら
39
度
の
突
然
の
発
熱　

②
悪
寒　

③
頭
痛　

④
全
身
の
だ
る

さ　

⑤
関
節
や
筋
肉
の
痛
み　

⑥
せ

き
や
鼻
水
、
の
ど
の
痛
み　

な
ど

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に

は
、
次
の
よ
う
な
毎
日
の
習
慣
が
大

切
で
す
。

①
手
洗
い
…
接
触
に
よ
る
感
染
予
防

に
は
も
っ
と
も
効
果
的
で
す
。

②
加
湿
…
ウ
イ
ル
ス
は
低
温
・
乾
燥

を
好
む
た
め
湿
度
は
50
％
か
ら
60
％

に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

③
う
が
い
…
の
ど
に
湿
り
気
を
あ
た

え
、粘
膜
の
抵
抗
性
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
市
で
は
、
小
児
と
高
齢
者
に

対
し
、
予
防
接
種
（
任
意
接
種
）
料

金
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
「
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

 
　
　
　
　

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
手
指
や
食
品

な
ど
を
介
し
て
感
染
し
、
人
の
小
腸

で
増
殖
す
る
ウ
イ
ル
ス
で
、
11
月
か

ら
徐
々
に
増
え
て
１
月
か
ら
２
月
頃

に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
感
染
症
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
主
に
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
な
ど
と
い
っ
た
症
状
を

起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
が
１

日
か
ら
２
日
続
い
て
回
復
し
ま
す

が
、
ま
れ
に
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な

ど
で
は
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、

あ
な
ど
っ
て
は
な
ら
な
い
感
染
症
と

い
え
ま
す
。

　

嘔
吐
物
や
糞
便
に
多
量
の
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
が
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
①
食
事
の
前
や
ト
イ
レ
の
後

に
は
必
ず
手
洗
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
下
痢
や
嘔
吐
な
ど
の
症
状
の
あ
る

人
は
、
食
品
を
直
接
取
り
扱
う
作
業

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
な
あ
に
？

も
し
か
し
た
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
に
は

を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
調
理
の
際
に
は
、
③
加
熱

が
必
要
な
食
品
は
中
心
部
ま
で
し
っ

か
り
加
熱
し
て
食
べ
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
④
使
っ
た
調
理
器
具
な
ど

は
必
ず
洗
浄
、
殺
菌
す
る
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
目
安
で
す
。

①
熱
湯
あ
る
い
は
蒸
気
消
毒
の
場
合

…
85
度
以
上
で
１
分
以
上
加
熱

②
塩
素
系
消
毒
剤
（
次
亜
塩
素
酸
ナ

ト
リ
ウ
ム
）
の
場
合
…
食
器
・
衣
類

な
ど
の
消
毒
に
は
０･

０
２
％
の
濃

度
で
約
10
分
つ
け
置
き
。
嘔
吐
物
や

糞
便
な
ど
の
処
理
を
す
る
時
に
は
０

･

１
％
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

冬
の
食
中
毒
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
と

予
防
に
は
毎
日
の
習
慣
が
大
切

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
消
毒
方
法
は

覧
く
だ
さ
い
。

　大
だいこくじ

谷寺の境内に位置する、
茅
かやぶき

葺屋根の小さなお堂です。
　正面妻側には一間の向

こうはい

拝が
あり、建物全体に装飾が少な
いのが特徴です。間口３メー
トル、奥行 3.9 メートル。
　大谷寺 18 世日咸上人のとき
に再建されたという棟札があ
り、棟札には「延

えんきょう

享四年（1747）
丁
ひのと

卯
う

十一月十三日成就、奉建
立御堂発願当村中大谷山十八
世日咸、大工結城伝之丞、灰
塚六兵衛」とあります。

探訪 筑西市の

文化財

虚
こ

空
く

蔵
ぞ う

堂
ど う

　市指定文化財（建造物）
　昭和 56 年１月１日指定
　江戸時代
　所在地：大谷地内

○
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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